
わが国の海外石油開発の現状

(その2)

4.オｰストラリア地域

オｰストラリアの石油記録としては1839年英国の

探検隊H.M.S.BE醐LEの一行がNorthTerrito工y州

ビクトリア河付近で掘さくした水井戸でアスファノレト

片を見つけたことが最初のようである.その後各地で

天然ガスは発見されたが商業的生産が可能な油田が発

見されたのは1961年である.すなわち同年Union

Oi1Co.,KemCountyLandCo.およびAustra1ianOi1

andGasCorporationの共同探鉱にかかるCabawin1

号井が油井として成功し次いでこの坑井から25哩の

距離にあるMoonie1号井からも出油した.この間

1957年12月には連邦政府によって石油探鉱助成法が

制定されている.

オｰストラリアは約300万平方哩の面積を有し

およそ半分が古生代以後の堆積盆地によっ

て占められている.ここには25の主要た

堆積盆地があり(図18)その中の掘抜き

井戸で有名たGreatA･tesian盆地はC缶

rbentaria,Eエ｡㎜anga,Surat,Coonamb1e,

その

おさむ

福閏理

ラリアの特色といえる.

すでに発見されているオｰストラリアの油･ガス田は

背斜トラップによるものであるがSurat盆地では層

位トラップや浸透率トラップあるいはこれらと背斜ト

ラップの組み合わせをキャッチし得るまでに探鉱の精度

が上ってきたので将来はなお多くの型式の大規模な油

･ガス田が発見されるものと期待されている.

ジャペックス･オｰストラリア

石油資源開発(株)はニュｰギニアおよびオｰスト

ラリア本土において石油･天然ガスの探鉱･開発事業を

行なうため昭和41(1966)年10月31目全額同社出資

による現地法人JapexAustraliaPty.,Ltd.(払込資本

4.2億円)を設立した.同社はAustra1iaAquitaine

Petro1eumPty｡,Ltd.と共同でニュｰギニアのP-45

鉱区(図19)の探鉱作業を実施してきたが昭和44(19

69)年度にはセビック河流域の地震探鉱を完了し引続

図18

オｰストラリアおよびニュｰギニア

の堆積盆地の分布と区分

(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969〕

およびO剥eyの諸盆地およびLake

Fro皿eE㎜baymentに分かれておりま

たCanning盆地はFitzroyおよびSouth

Cami㎎の両盆地に小区分される.こ

れらの盆埠は原生代後期から第三紀にわ

たる各時代の堆積物によって埋められそ

の多くは海成層である.堆積物はおもに

砂層岩であり中央たいし西部オｰストラ

リアの古生層の一部を除くと炭酸塩岩の

発達はさほど多くない.オｰストラリア

のこれまでに知られた油･ガス層はすべ

て砂岩である.

このような堆積盆地における炭化水素の

層準別分布を妻7に示す.本表には大

規模た鉱床も小さた徴候もすべてもう

らされている.本表から読み取れるよう

にシノレリア系以外のすべての層準に炭化

水素の存在が知られているのがオｰスト

一4一筆
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表7オｰストラリアの堆積盆地における炭化水素の層位学的分布(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)
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いて翌45年夏を期してCONOCOとの鉱区境にある

Maimai地域で地震探鉱を実施しMaim-aiおよび

Namb1oの2構造を確認した.そのため隣接鉱区の

所有者との間でファｰム･アウト契約の交渉が行なわ

れている.P-45鉱区を含むニュｰギニアの北東側は

鮮新世末に造山運動を受けた中新統～鮮新統の厚い砂層

性堆積物が発達しているところで探鉱の歴史は新しく

ジヤペックス.オ■ストラ1jア㈱

オ･ストラリア･アキテｰヌ社

'､

､､∴ド溶

∴､∵

試掘はまだ行たわれていたいが大きな期待カミもてる地

域である.

また石油資源開発(株)は新プロジェクトとして

西オｰストラリア州のCanarvonブロック(旧226H鉱

区図18参照)および隣接海洋鉱区のWA-7-Pに50%一

利権を獲得するため相手会杜と折衝を重ねた結果昭

和46(1971)年5月下旬目本側2社すたわち石油資

源開発(株)および日商岩井(株)と外国側2社すた

わちContinenta1Oi1Co.ofAustraIiaLtd.および

AustralianSmOi1Co･Ltd･の4柱間においてファｰ

ム･イン契約が調印された.次いで同年7月19日

本事業の実施主体である現地法人のオセアニア･ぺドロｰ

リアム社(授権資本8億円払込資本2.6億円)が設立

された.同社に対する出資会社および出資比率(括弧

内)はそれぞれ次に示すとおりである.

図19ジャペックス.オｰストラリア杜オｰストラリア･

アキテｰヌ社の鉱区(石油鉱業連盟1971)�
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回21ジャペックス･カナダの進山地区

(石油鉱業連盟ユ971)

へ

が確認されかつサッカチワン州の深部にも期待

カミ持たれるに至り探鉱活動がにわかに活発化し

た1カナダの石油地質学上のもっとも大きな特

徴は石油の埋蔵量のおよそ70%がデボン紀後期

に内海であった西部カナダ堆積盆地の礁に胚胎し

ていることおよびぼう大たタｰノレサンドが埋

蔵されていることである.図20に見られるよう

に西部カナダ堆積盆地はマニトバ州南西部か

らアノレハｰタ州南部を底辺として北に伸びマ

ッケンジ･デルタ地帯からさらに北極諸島に伸

びている.石油および天然ガスは古生代の欠

きた内海に堆積した沈澱物によって形成された堆

積物中のおもに礁性堆積物にトラップされてい

る.

七

図20中･西部カナダの地質構造区分略図

(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)

石油資源開発

目本鉱業

大協石油

アラスカ石油

丸紅飯田

兼松江商

���

(10〃)

(10〃)

(5〃)

(5〃)

(5〃)

日商岩井(20%)

丸善石油(10〃)

アジア石油(10〃)

ノｰス.ス

ロｰプ石油(5〃)

Cana･vonのブロックの北端に当るBar･ow島七は

下部白亜系～上部ジュラ系にまたがる層準に油層を有す

る大油日ヨがすでに発見されているところからこのプ

ロジェクトの成功に寄せられる期待は大きい.

5.北米地域

1)カナダ

カナダにおいて石油が賦存しているのは主として西

部の4州(ブリティシュ･コロンビアアノレバｰタサ

スカチワンおよびノ･ントバ)であるが近年ノｰス

ウェストおよびユｰコンの両準州においても石油の賦存

写真①B1ackWater地区における地震探鉱作業

(爆破の瞬間)〔ジヤペックス･カナダ杜提供〕�
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ジャペックス･カナダ

石油資源開発(株)は海外における石油開発推進の

一環としてカナダにおいても石油･天然ガスの探鉱･

開発を行なうこととし昭和41(1966)年8月8目全

額同社出資による現地法人J･pexCanadaLtd.(払込

資本15.4億円)を設立し同時にカナダ法人pimac1e

Petro1eumLtd.と共同事業協定および株式取得協定を

締結し両社共同で西部カナダにおいて探鉱作業を実施

してきたが同44(1969)年6月に至り上記両協定が

廃止されたのでその後はジャペックス･カナダ独自で

探鉱活動を実施して今日に至っている･

現在同社はB1acたWaterおよびMosquitoの2鉱区

(図21)に利権をもっている.このうち約60万工一カｰ

の広さをもつB1a･kWate･地区に探鉱の重点がおかれ

ており昭和44(1969)年度にはTe1edyneExp1oration

Ltd･を請負会社として側線長224.5哩の地震探鉱概査

が行なわれた.その解析の結果地域の北西部にアノ

マリｰが認められたので翌45年冬再び同社の請負い

で地震探鉱および重力探鉱を実施しそれぞれ3月1目

および同23目に終了した.この地域においては昭和

46(1971)年度以降試掘段階に入るが僻遠の地にあっ

て掘さく費が高いことおよび危険分散を図るため50

%利権を限度としてファｰム･アウト契約を締結するよ

う折衝を続けた結果同年2月22目Union〇三1Co･of

Canadaとの間に契約締結に成功した.一方リｰス

鉱区として維持されているMosquito地域については

周辺鉱区の情勢を検討中であり今後は深部油層の探鉱

も考慮される方向に向かうと思われる･

たおジャペックス･カナダでは北極圏内のマッケン

ジｰデルタ地区への進出やアルバｰタ州のタｰノレサン

註宝島専峯

峯

抄･

蕊

峯

峯望婁

531631騎マイル

馳16画150畠

暖

～湾＼嚢

闘I一

度

峯笥i亀室塾

図22

南部アラスカσ)地質図

(石油鉱業連盟･

ガス鉱業会1971)

ドの開発事業などについても内外の企業と共同で行な

うべく検討が進められている.

2)アラスカ

アラスカは北部のブルｰタス山脈南部のアラスカ

山脈により地形･地質学的に南部中部および北

部アラスカの3地区に分けられる.アラスカの代表的一

た油･ガス田地帯の地質層序の相互関係を表8に示す.

南部アラスカ(図22)にはアラスカ半島ブリスト

ル湾クック入江アラスカ湾およびカッパｰ･リバ

ｰの5堆積盆地が認められている.これらのうちア

ラスカ半島ブリストル湾およびクック入江の堆積盆

地には中生代から新生代にかけての地層が厚く堆積し

ており現在開発の中心となっているクック入江での出

油層は新生代の漸新･中新両世の地層に属する.ア

ラスカ湾堆積盆地には古第三紀から新第三紀にわたる

厚い地向斜性の堆積物があり多くの油･ガス徴が知ら

れている.またカツバｰ･リバｰ堆積盆地は地形的一

にも盆地であって新生界の下に中生層の存在カミ確認さ

れている.

中部アラスカの山岳地帯はロッキｰ･シエラカスケ

ｰド山脈の延長と考えられ先カンブリア紀古生代

および中生代の地層が複雑に入り込んでいる.この

中ではカナダとの国境に近いところにユｰコン堆積盆

地があり石油鉱床賦存の可能性が考えられている1

北部アラスカは北米の前脚丘陵地および内陸平野に相

当し古生層中に炭酸塩岩類の堆積があり最近この

中に世界的にも大規模た埋蔵量を有するといわれる石

油鉱床がAt1anticR1chfie1d(略称ARCO)および�
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表8アラスカの地質層序対比表

時代

地域

第四紀

ノｰス･スロｰプ

｡凹眺層

礫砂粘土

白

亜

第

紀

アラスカ半島｡

沖積層

礫砂粘土

鮭

新

世

洲

始j

薪暁

世新

世

上

部

S顯･舳i･庚t桃層

礫砂シルト埋炭

Prioc姪Cr6挑層

(非海成)

欝衷シル憾脇)

騒砂岩打

鍔詞1

頁岩､砂岩

クック入江

沖積層

礫砂粘土

火山岩

安山岩

アラスカ湾

沖稜層

礫砂粘土

B笠rL砧悟層

砂石礫岩シルト岩

糠㌦岩亜炭/1

舜徽離層/1

TOI銚Oi層

シ生ト岩砂岩礫暑

夏石埋炭

ア

艶d猟鮒理炭ア

談駄砂岩1

紀

部

T･附k層

x舳i層

砂着シルト岩礫岩

亜灰

(錯拙鶴)

C片i匡国一〇〇〇唐

頁誉シルト岩砂岩

石灰

脇`早㎜里k国層

頁岩砂岩礫岩

｡/

τ

雛汽岩砂“

1鳩㌶山角礫岩71

Tok㎜層

砂岩シルト岩

K凹“bi僅出層

シルト岩石炭砂岩

Sti1,w国1e

頁岩一砂岩･

Y紘｡㈱層

硬砂岩スレｰト

礫岩火山岩

石灰岩チャｰト

ア

シルト砂岩礫岩石灰岩

上

部

○良p泌1･凹銚層

砂岩､シルト

中畑｡鯉と層

頁岩㌔砂岩､石灰岩

ラ

都

紀

畳

紀

下

部

蔀

申

�

下

部

S}o蜆服層

頁岩槻岩砂岩

ア

ブ

阯蜘de皿石灰岩

St豊i泌④一i出層

砂石シルト岩

ア

雛猛州岩礫岩/

撚黒岩砂岩端/

節魯10卵ik層

,欝一秒董吾鵬

石

賭砂岩火山角礫岩

/千

跳虫舵k層'

砂岩シルト岩

C}ioi竈蜆圃層

シルト岩

下凹焔由i層

礫岩砂岩シルト岩

ア

丁国服鯛tnざ層

凝灰岩集塊岩角礫岩

ア

灘砂岩賭

艦礫岩凝灰岩

石原岩火山名櫟岩

チャｰト

�

二畳紀

石炭紀

デボン紀

S必m舳層

砂岩頁岩

Liめ岬離層群

石灰岩･珪岩

�

側舳&P蝸

頁宥砂岩礫岩

片岩

片岩

先デボン短

甲:油徴

争:ガス徴

ザ=油田(採油層)

子ニガス出(銀ガス層)

(肴油鉱業趣･天然ガス鉱楽会､｡｡ユ)�
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Humb1eOi1andRefiningの両社によって発見された.

北極海に面した平野のうち西側の95,830㎞2は1923年

以来石油確保のため米国海軍に保有されており鉱区

は民間に解放されていない.

この米国海軍保有鉱区を含むノｰス･スロｰプ堆積盆

地はブルｰタス山脈以北の地域で北は北極海に面し

面積およそ52万km2日本の約1.3倍に当る広大た地域

である･この地域には後期古生代ミシシッピｰ紀か

ら新生代にわたる各代の地層がよく発達しており中で

も中生層の発達が顕著である(図23).そのうち下

部白亜系から下位は主として海成の頁岩･砂岩の互層

からなっているが中～上部白亜系は南部山岳地帯に非

海成層として分布し北部平原地帯では海成層として存

在している.油徴はミシシッピｰ系のほか三畳系

ジュラ系および白亜系に認められているが現在の産

油･ガス層はジュラ･白亜の両系に属している.構造

は一般に東西方向である.

(石油鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)

ロｰプにおける石油の探鉱･開発は環境保全問題ある

いは土地商題(原住民の土地の返還と補障の要求)など

によってブｰムを呈した昭和44～45(1969～1970)年

に比べるとそのぺ一スを落している.昭和48(1973)

年には完成するといわれていたTAPS(丁工ansA1as良a

Pipe1ineSysteエn)の敷設許可も環境保全主義者や原

住民との調整が長引いていて未だに下りていない.

しかしOPECの攻勢などの客観情勢の変化もあり昭

和46(1971)年1月米国内務省から｢国益を守るため

に多少の環境の破壊カミあってもこの敷設に踏み切るべ

きである｣という声明がすでに出されているので近く

敷設が許可されるというのが大方の見方である.

現在アラスカにおいて石油の探針･開発を行なってい

る日本系の会社はアラスカ石油開発(株)ノｰス･ス

ロｰプ石油(株)およびアラスカ丸善石油(株)の3社

である.

クック入江地域の開発は順調に進展し昭和46(1971)

年7月における原油生産量は平均36,102k1/目(約1,3

20万k1/年)また天然ガス生産量は18,583,000房/目(約

67億8,000万が/年)にも達している.一方ノｰス･ス

アラスカ石油開発株式会社

帝国石油(株)はかねがねクック入江およびブリスト

ル湾周辺の石油･天然ガスの開発に注目していたが現

地調査の結果アラスカ州および米国その他の石油会社�



�

もわが国の進出を歓迎していることがわかったので

財界首脳部とも打合わせた結果関係各方面の賛同を得

て昭和41(1966)年9月19目アラスカ石油開発株式

会社(払込資本40億円)を設立した.さらに同社

は翌42年1月17目アラスカ州法人ALASKCOU.

S.A.,Ltd.を設立した.ALASKCO杜は探鉱･開

発作業を効果的に推進するため共同作業方式をとるこ

ととし国際的メジャｰであるGu1fOi1Co工poration

との間に基本協定を締結した.

ALASKCOが昭和46(197!)年3月末現在で保有

する鉱区は昭和42(1967)年7月および翌43年10月に

クック湾入江地域同年3月にブリストル湾地域で行な

われたアラスカ州政府による競争入札にガルフ社と共

同応札を行なった結果取得したものとガルフ社から譲

渡を受けたものとを合わせると123鉱区156,46!工一

カｰ(633k㎜2)とたっている(図24).これらの鉱区

の取得に平行してクック入江ブリストル湾アラス

カ湾およぴべ一リング海地域において地表地質調査

重･磁力探鉱地震探鉱海底サンプリング調査およ

び海洋気象調査だとが実施された.このうちガノレフ

社と共同で行なった探鉱作業はブリストル湾およびア

ンカレッジ市北方における地震探鉱である.解析の結

果アンカレッジ市北方のスシトナ･フラット地域に有

望た構造が発見されたので昭和44(1969)年1月31目

試掘井を開坑3月末に深度9,742ft(2,970m)に達し

たが暖冬のため休止井とされかつ見通しがよくた

いのでこのまま廃坑が予定されているということであ

る.引続いて昭和43(1968)年12月から翌44年3月

にかけてガノレフ社と共同でベルガ･リバｰ(クック

入江西:岸)およびカリブ･ヒルズ(同東:岸)の両地区に

おいて試掘地点選定のための地震探鉱が行なわれた.

その解析結果に基づいて昭和45(1970)年2月サウ

ス･カリブ･ヒルズ･ユニットNo.1カミ開坑され4月

上旬に深度10,091王t(3,077m)に達したが成功に至

らず廃坑とされた.現在上記両試掘井によって得

られた資料にそれまでの各種の探鉱結果を加えて以

上の両地域および今後の鉱区の売出しが予定されてい

る入江内のカルキン島南方沖合地域の探鉱について多

角的な検討が進められている.

一方ブリストル湾のポｰト･ノ･イデン地域において

はガルフｰALASKCO(アラスカ石油開発(株)が

100%出資の現地法人)の共同所有鉱区内でガノレフ社

がオペレｰタｰとなって試掘を実施することに関して

周辺の鉱区所有者(SLe11y杜Scurry-Rainbow社およ

人“

二ふ㍗ζ

ツジ

①スシトナ･フラット地区(陸上〕

②カリブｰ･ヒル地区(陸上}

③以ヨンソハリバｰ地区(海津)

④プリヌトル薄地区(陸上･海洋)

⑤アラヌカ薄地区{海津)

⑥べ一リンク海(海津)

ヂ1

図24アラスカ石油(株)江

の進出地区(石油鉱業連盟1971)

筆

ギ

びHomeOi1社など)と共同操業区域(unit)を設定す

るための折衝が行なわれている.今後予定されている

連邦政府による海洋地域鉱区の売出しに対してはこれ

までに得られた地質･空中磁力･地震探鉱の資料の総合

的た検討が一応終了しており鉱区を取得すれば直ち

に試掘に入る体制ができている.しかし昭和44(!9

69)年1月のサンタ･バｰバラ沖および翌45年2月の

ノレイシニア沖における石油坑井から海洋への原油の流出

事故などによって米国内の公害防止の与論が高まって

いる折から本海域の鉱区の競争入札が昭和46(197!)

年内に実施される見通しが暗くたっていることは残念で

ある.

アラスカ石油開発(株)では連邦政府によって行た

われる予定のアラスカ湾海洋鉱区の売出しに備えでこ

れまでに実施された各種の探鉱資料の解析も行なわれて

いる･しかしブリストル湾地域と同様の理由によ?

てこの海域の鉱区の競争入札が昭和46年内に実施さ

れる見通しも今のところ暗い状態とたっている.

さらにアラスカの大陸棚の有望台油堆積盆地として

最近注目されてきたべ一リング海域については本海域

を昭和45(1970)年度から新規プロデェクトとしてとり

上げることがアラスカ石油開発(株)と共同作業の提

携会社であるガルフ社との年次会議で決定された.こ

の決定に基づヒ､てアラスカ石油開発(株)は同年度に

行たわれた本海域における石油各社による共同調査に参

加し多くの貴重な資料を得た.この共同探鉱はSk

e11y杜をオペレｰタｰとして実施され側線長40,677�
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図26アラスカ丸善石油(蛛)の進山地1<

(石油鉱業連盟1971)

図25

ノｰス･スロｰプの鉱区設定区域および敷設予定のパイプライン

(石油鉱業連盟1971)

㎞の空中磁力調査および側線長11,102㎞の地震一重力

調査カミ行たわれた.

ノｰス･スロｰプ石油株式会社

昭和43(1968)年の初頭先に述べた米国海軍石油保

有地の東側に位置するプルドｰ･ベイ地区(図25)で

ARCOおよびノ･ンブノレの両社が長年にわたる探鉱の

結果ついに試掘に成功しさらにブリチ･イジュ･ペト

ロリアムスタンダｰドおよびモｰビルなどの大企業

によって試･探掘が次々に行なわれ各坑井とも大成功

を収めた.

このようにしてこの地域の油田の規模･埋蔵量が中

東地域に匹敵すると推測されるに至ったこと原油が良

質であることアラ.スカが政治｡経済的に安定した地域

であることおよぴこの地域から産する原油カミ米国

内ばかりでたくわか国においても中東原油に対して競

争力があると判断されることたどからこの地域での石

油開発はわが国の原油供給源の多角化･分散化･安定

化の上に必要であるという認識に立ち関係各方面の賛

同を得てわが国の電力鉄鋼石油精製および商社

その他の有力会社の出資により昭和45(1970)年3月

3目ノｰス･スロｰプ石油(株)(授権資本120億円

払込資本30億円)が設立された.

同年3月19目同社はアラスカ州法人NorthOi1Inc.

(授権資本300万ドノレ払込資本97万ドノレ)をアンカ

蟻

写真②

ノｰス･スロｰプ現地における地表地質調査

〔ノ1ス･スロｰプ石油(株)提供〕

写真③ノｰス･スロｰプ現地における作業状況

〔ノｰス･スロｰプ石油(株)提供〕�



レッジ市に設立アラスカ州政府の石油･天然ガス鉱業

権者としての登録を完了するとともにプロジェクトの

合理的遂行のためこの地域に豊富な経験を有する米英

の有力石油会社との共同作業を積極的に実施した･

また今後の鉱区の入札および探鉱計画策定にそたえ

て各種の物理探鉱資料の入手につとめ目下その解析

を急いでいる.とくに米国海軍石油保有地No.4の

西方地域(陸上および海域図25参照)についてはCN

GS(CitiesSe･vice杜No工thOi1杜GettyOi1社

およびSたe11yOi1社)グルｰプと共同探鉱を行たうこ

とにたり今後実施が予定されている鉱区の入札に備え

て地表地質調査空中磁力探鉱および地震探鉱だと

の作業を共同で実施中である･

アラスカ丸善石油株式会社

丸善石油(株)はクック入江南部地区およびアラス

カ湾地区(図26)においてユニオン･オイル社と共同

で石油の探鉱･開発を行なうことにたり事業の遂行の

ため昭和44(1969)年4月2日現地法人アラスカ丸

善石油(株)を設立した.両地区においては昭和42

(1967)年2月からユニオン･オイノレ社がコンチネン

タル社およびフィリップス社(アラスカ湾地区のみ)と

共同探鉱を行なっておりアラスカ丸善石油(株)は両

地区のリｰスに対しクック入江南部地区については全

体の10%アラスカ湾地区についてはユニオン･オイ

ル社(50%シェアｰ)の10%のシェアｰをもっている.

同社はすでにユニオン･オイル社などによって実施され

ている地震探鉱だとの物理探鉱事業に参加しており近

目中にアラスカ州および連邦政府所有の鉱区の入札に応

札し鉱区取得がたされる予定にたっている｡

6.中南米地域

中南米の産油国は世界第3位のベネズエラを筆頭に12

ヵ国におよび1967年における総石油生産量の2.8億H

は世界生産量の14%に当っている.これら産油国のう

ち輸出能力のあるのはベネズエラゴロンビアトリ

ニダｰドおよびボリビアの4国で中でもベネズエラ

は世界第1位の石油輸出国として知られている.

大局的に見ると中南米は次の7つの地体構造区に分

けられる(図27).

赤道にお･ける繍尺

d1㎜知｡o鰍鰍国

図27中南米の地質構造区分(布滴鉱業連盟･天然ガス鉱業会1969)
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Neg06r鮎｡n区(.島状クラトン)主として先カンブリ

ア紀ろ地層からたり古生代以降やや不安定だがら隆起

の姿態をとった.

Intra砒a危｡π盆地区(クラトン内盆地)主として先カ

ンブリア紀の堆積盆地であリ古生代以降も断続的にやや

沈降し地層はあまり変形を受けていたい.

Pe正i岨挑｡皿盆地区(クラトン周辺盆地)先カンブリ

ア系を基盤とし火山活動および造山運動をほとんど伴わ

ない比較的安定した沈降堆積盆地である.

Ge09岬61i鵬区(地向斜)本区は古生代より新生代に

かけての地向斜堆積物からなり主として白亜紀から第三

紀にかけての造山運動によって激しく櫓曲し多くの断層

を伴う.Engeosync1ineに当る西側部には火山岩･花

闇岩の噴出･迷入が顕著であるのに対してMiogeosync-

1ineに当る東側部は比較的変形･変成の度が弱い.

(6)Post0疋｡gen盆地区(後造山盆地)古い地向斜堆積

物のヒに形成された堆積区で主として第三系にキって埋

められている､

(7)C0鮎em卿r眺yGe09岬61量nε区(現世地向斜)著し

く変形した古期岩層の上に形成された堆積区でジュラ紀

から現世に至る地層で埋められておりまだ顕著な造山運

動を受けておらず地層の分布および岩相の変化は･現在

の海岸線にほぼ平行している｡

(1)Cr帥｡皿区(安定陸塊)主として先カンブリア紀の古

い変成岩からなり古生代以降安定的に隆起を続け牟.

Intracraton盆地区によってBrazi1およびGuayanaの

2つの楯状地に分割されている.

このように区分した地件構造区における石油の産出を

1967年現在の累計生産量(約48億H)の比率で比べると｡

POstOrogen盆地区が6吻Per三｡ratOn盆地区が22劣�
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図28コロンビア石油(株)とガルフ(COLGOC)社の共同鉱区

(石油鉱業連盟1971)

ContemporaryGeosync1ine区が!3%およびGeosyn-

c1ine区が4%どたりベネズエラのMaracaibo油田地

帯をもつPostO･ogen盆地が中南米における石油の

最多産地質構造区である.

わが国が進出しているコロンビアの産油地域は東ア

ンデスと中央アンデスの間のM早9da1ena地区東アン

デス山間盆地のMaracaibo地区および東アンデスと

Guayana楯状地の間のPutu皿ayo地区の3つに区分さ

れる.これらのうちMagda1enaおよびMaracaibo

の両地区はアンデス造山運動による陥没盆地を埋める第

三紀堆積盆地であるのに対してPutmay0地区はアン

デス地向斜の副地向斜(Miogeosync1i早e),部に相当する.

地区別の産油量比はMagda1ena地区72%(51油田)

Maracaibo地区28%(4油田)でPutum-ayo地区に

はすでに6油田が発見されているがまだ生産されてい

ない.

コロンビア石油株式会社

アラスカ石油開発(株)帝国石油(株)帝人(株)

および三井石油開発(株)の4社は昭和45(!970)年

初めからコロンビア共和国北酉部のカリブ海沖合の石

油の探鉱･開発に参加することについて同地の鉱区

(図28)を所有するCo1umbianGu1fOi1Company(略

称COLGOC)と折衝中であったが日本側グルｰプと

COLGOCとの間で共同探鉱･開発に関する条件につい

て意見の一致を見るに至り昭和45年!0月29目目本

側4社は(授権資本16億円払込資本4億円)をも

ってコロンビア石油(株)を設立した.共同探鉱鉱

区はMagda1ena地区の沖合延長部に当り探鉱の成果

に寄せられる期待は大きい.

昭和45(1970)年12月間仕はCOLGOCと共同作

業協定を締結しカリブ海域で共同探鉱作業に入ること

にたった.また翌46年に入ってノｰス･スロｰプ石

油(株)および石油開発公団から出資を得て同社の払

込資本は12億円(昭和46年9月末現在)とたった.ま

た同年3月14目にはボゴタ市において同社の支店

JACOLPetro1eum-Co｡,Ltd.の登記が完了した.同

社では同年2月から開始した試掘地点選定のための地

震探鉱の結果をまって試掘井2坑を掘さくすることに

なっている.

7.アフリカ地域

アフリカの石油産業の歴史はまだ新しい.しかし

リビアやアノレシェリアのようにすでに世界の10指に数

えられる産油国の仲間入りしたものもありまたこれ

に次いでナイジェリアは不幸た内戦のために一時

写真④カリブ海でRowanHouston号を曳航申のタグボｰト

〔コロンビア石油(株)提供〕

写真⑤カリブ海で掘進中のRowanHouston号

〔コロンビア石油(株)提供〕�
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停滞はしたが大産油国

として成長しておりさ

らにアラブ連合も中

東動乱のためシナイ半

島側の油田をイスラエル

に占領されながらもそ

の後の増産には著しいも

のがある.1967年末現

在のアフリカの産油国は

上記4国にアンゴラ

コンゴガボンモロッ

コおよびチュニジアを

加えた9ヵ国でその同

年の産油量約18億k1は同

年の全世界産油量の8.8

%を占めかつその比

率は数年来増大の傾向に

ある.

図29はアフリカ大陸に

おける堆積盆地地向斜

榴山帯および油･ガス岡

だとの分布を示したもの

であるが同じく海成層

の堆積盆地でも北アフ

リカの地中海沿岸のもの

と大西洋岸や南東海岸

にあって一般に狭長た分布を示すものとはその性格

および歴史を異にしているすたわち前者において

は地域による若干の差は認められるが基盤上に古生

代より新生代に至るまでの地層が10,000～15,000ftの厚

さで堆積しており油層もカンプロｰオノレドビシア系

デボン系石炭系三畳系白亜系および古第三系の

各地層に発見されているのに対して後者においては

紅海周辺盆地を除いて堆積盆地の形成が始まったのは

晩ジュラ紀ないし初期白亜紀であり油層が発見されて

いるのも白亜系および第三系に限られている.たお

アラブ連合のスｰダン寄りやチャドニジェｰルお

よびコンゴだとの内陸盆地は安定陸塊内に発達した堆

積盆地でおもに陸成層によって埋められており石油

胚胎の可能性は低い.
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1)アラブ連合(エジプト)

アラブ連合(エジプト)はアフリカのもっとも古い

産油国で1960年アルジェリアがハシ･メサラド油困

で生産を開始するまでは長く第1位を占めていた.

アラブ連合の堆積盆地は安定陸塊(内陸盆地)不

安定陸塊およびスエズ湾地溝帯に3大別される.これ

らのうち安定陸塊はスｰダン寄りの内陸盆地で北側

は中間帯を挾んで不安定陸塊に接している.ここには

白亜系および古第三系が堆積しているが一般に陸成層

からたり油層が発見される可能性は低い.不安定陸

塊はリビアのシルテおよびキレナイカの両盆地に隣接す

る地域で海成層カミ厚く発達しておりとくに白亜系一

および始新統は多量の有機物を含む頁岩や石灰岩などの

石油根源岩に恵まれかつすでに幾つかの背斜も確認さ

れており欠きた油･ガス田の発見が期待されていると

ころである.また紋海に続くスエズ湾地溝帯は大

局的に見れば安定陸塊内にあるカミ中生代の中頃以来

沈降を続けた地溝帯で後期中生代以降の地層が厚く堆

積している.このような沈降に伴って形成された断層

ブロックが石油の集積に適した構造をだし中新･始

新両統の砂岩および石灰岩にE1Morganをはじめとす

る大油田が発見されている.�
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図30エジプト石油開発(株)の探鉱･開発協定地城および

周辺の油田(石油鉱業連盟1971)

エジプト石油開発株式会社

北スマトラ石油開発協力(株)はインドネシア以外

にも進出する方針をとりさし当ってアラブ連合共和

国において新規事業の開拓すべく昭和44(1969)年3

月からアラブ連合石油分社(EgyptianGenena1Petr･

o1eu㎜Co･poration略称EGPC)と折衝していたが

同年11月4目スエズ湾口に近いSouthGharib海域

(図30)の探鉱･開発について仮調印次いで同年12月

27目に正式調印を終えた.この契約に対するアラブ連

合政府の認可は翌45年6月に与えられた.よって

同社は新会社設立を進め石油開発公団のほか石油資

源開発(株)帝国石油(株)商社7柱石油精製12

仕損保8柱その他3社の出資を得て同年7月17目

エジプト石油開発(株)(払込資本ユ0億円)を設立す

るに至った.同社がEGPCから取得した鉱区(図30)

は大油田E1Morganに隣接し周辺の油田との関連

から硫黄分の比較的少たい中質原油の産出が期待され

ている.

同社は基礎調査終了後瓦GPCから入手した資料の

解析を行たっていたがさらに試掘位置選定のため

昭和45(1970)年ユ2月から翌46年!月にかけて'Westem

杜の請負により地震探鉱を行なった.掘さく作業は

日本海洋掘さく(株)(略称JDC)が請負うことになり

かつては日本海で活躍していた白竜号によって昭和46

(!971)年5月8目海洋試掘1号井を開坑した.本

井は同年8月!7目深度2,290.39㎜をもって掘止め各

種のテストの結果合計約95㎜におよぶ有効層厚をもつ

含油層が確認されたばかりでたく引続いて実施する試

掘井の成功を期待させるに十分た資料が得られた.こ

の海域鉱区においては1号井を含めて深度約2,700

mの試掘井が4本計画されており同年8月24目1号

井の南方約2.8㎞の地点において試掘2号井の掘さく

が開始された.
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図31

ナイジェリアの油田分布

(石油鉱業連盟･天然ガス

鉱業会1969)�
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2)ナイジ三リア

ナイジェリアは中部アフリカ西岸にあるアフリカ第3

位の産油国である.ナイジェリアの石油探鉱は両次の

世界大戦によって中断されたが1946年She11社とBP

杜は早くも探鉱を再開しさらに1951年から試掘が開始

された.そして1955年に01oibiriの第三紀層に初め

て石油が発見され一翌年にもAfamの第三紀層に油層

が認められたところから探鉱の重点は白亜系から第三

系に移りBomu油田をはじめとする多くの油目ヨが次々

に発見され1958年には生産が開始された.

これらの油田が発見されたニジェｰル河の下流地域

(図31)には新生代の厚いデノレタ堆積物が分布してお

り油層は主として中新統の砂岩と頁岩の互層部に発見

されている.滴の集積は断層や背斜に支配されており

地震探鉱によって発見されたこれら第三紀層の構造に対

する試掘の成功率はきわめて高い.一方探鉱はデル

タの沖合にも進められOkan,Pemingtonたどで油田が

発見されさらに1967年享こは東ナイジェリアで白亜紀

層から比重45.APIの原油カミ産出しナイジェリアの白

亜紀層の探鉱価値カミ再評価されるに至った.開発も順

調に進み陸上ではBOm､また海上ではOしanが代表

的な油田どたり両油田とも強い水押し型で1坑平均

1目当り2,000～3,000bb1の産油性を示している.

三井石油開発(株)が帝人(株)および帝国石油(株)

と協調して参加したナイジェリア石油鉱区の国際入札は

申請者数が30社にも達したが昭和45(1970)年7月23

目上記目本側グノレｰプを含む5社に対して落札の内

示があった.その後これに関する具体的条件について

同国政府との間で行なわれていた折衝カミ最近妥結し翌

46年11月8目ナイジェリア石油開発株式会社(授

権資本36億円払込資本9億円)が設立された.同

社では共同作業方式によって現地の探鉱･開発に当

ることにたっている.同社に関する新聞報導には賄に

落ちないことが多いので確認の上改めて紹介の機会

を得たいと思う.

3)コンゴ

コンゴ民主共和国の海岸線はきわめて短いが陸域に

POinteIndieme油田があるところから沖合について

も期待が持たれかねてから探鉱が進められていた.

コンゴ石油株式会社

昭和45(1970)年8月帝国石油(株)はコンゴ(キ

ンシャサ)沖合でこれまでベルギｰのコメトラ･コメテ

ン･グルｰプ(利権シェアｰ34.75%)とガルフ･オイ

ノレ･コンゴ社(同65.25%)が進めていた石油の探鉱･
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図32コンゴ(キンシャサ)沖合の共同鉱区(石油鉱業連盟1971)

開発事業に参加するためコンゴ石油(株)(払込資本

2.7億円)を設立した.同社は設立と同時にコメ

トラ･コメテン･グルｰプがこの事業のために同グ

ノレｰプの利権シェアｰをもとに設立したモアンダ･オイ

ル社の株式の49%を取得した.

この事業はガルフ･オイル･コンゴ社側がオペレｰタ

ｰとたって遂行されておりこれまでの調査で得られた

資料をもとに昭和45年11月2目から試掘1号井GCO-

1Xの掘さくカミ行なわれ同年12月20目深度3,603m

で掘止めとされた.試油の結果日産1,800bb1の油

層と同2,587bb1の油層カミ発見され翌46年2月10目

坑井保護ジャケットが設置されて本井に関する作業は

完了した.本井によって発見された構造についてさ

らにくわしい資料を得るため同年6月4目トランス

･ワｰルド杜のリグ“58"によりGCO-2X(予定深度

3,050m)が開坑されたが同年8月2目深度3,453m

をもって掘止め休止井とされた..次いで同年8月

9目GCO-1Xの北酉1.8㎞の地点でGCO-3X(予定

深度10,000ft)が開坑された.本井は同年9月13目

予定深度に達して掘止めとされ引続いて各種のテスト

が行なわれている.一方同年5月21目地の構造の

調査のために開始された地震探鉱は･同年6月30目測一

線長229マイルをもって作業を終了引続いて資料の解

析が行たわれている.

8.海洋宿泊株式会社の設立

アラスカ石油開発(株)出光興産(株)伊藤忠商

事(株)トヨタ自動車販売(株)･日商岩井(株)

丸紅飯田(株)三井物産(株)および三菱商事(株)

の8社は東南アジア海域などの石油の探鉱･開発を当

面の目的として昭和46年3月12目海洋石油株式会社

(払込資本2.3億円)を設立した.同社は有力外国�
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系会社との共同作業により海洋地域の石油の探鉱･開

発を行なうことになっている.

9.迫られる政策転換

先に述べたイラン石油(株)の発足とその前後の内

外の石油業界の動きおよびこれを方向づけているわが

国の法律･政策は今後の海外石油開発問題を考える上

に欠きた教訓と示唆を与える.

くり返しにたるが先の石油戦争(OPECの原油値上

げ攻勢)後わが国初の積極的た海外石油開発の試みと

して多くの話題を提供してきたイランのロレスタン地

区での石油開発は昭和46(1971)年9月22目目本側

の新会社｢イラン石油株式会社｣(当初資本金21億円)

の設立と大屋晋三帝人社長の新社長就任決定により

ようやく“船出"した.しかしこの“船出"は多

くの未解決の問題をかかえたままの“見切り発車"で

それだけに前途はきびしい.

このイランの石油開発の動きほど初めから関係各界

の注目を引いたプロジェクトも少たい.まず石油開

発に乗り出そうという日本側4社のうち北スマトラ石

油開発協力(株)以外の帝人(株)三井物産(株)

および三菱商事(株)の3社は石油開発については

まったくのしろうとである.それに利権獲得のため

に積まれた札束も馬鹿にならたい.すたわち日本側

が提示した調印時ボｰナス3,500万ドルは石油開発史

上にもまれた金額といわれている.さらに財界も利

権獲得の支援に動き数億ドルに上る対イラン経済協力

を政府から引き出したと噂されている.また協定調

印後それまでの対イラン交渉で主役を演じていた北スマ

トラ石油開発協力(株)の三輪近次社長が』社内での配

船二重契約の責任をとって辞任せざるを得たくなったた

め新会杜の社長就任が困難にだったことも世間の関心

をあおる結果となりひいてはもう1人の主役大屋帝

人(株)社長の登板を期待する空気を作った.

このようた経過はともあれプロジェクトを成功させ

ることこそ当面の課題であり日本側4社とうしろだて

の石油開発公団は探鉱･開発のための資金および技術

面で日本側の主導権が失われない範囲で国際石油資

本の1つ米国のモｰビル･オイル社の現地合杜への参加

を求めている.イラン石油(株)はNIOCとの合弁

による現地操業会社の設立に備えて昭和46年11月まで

に払い込み資本金を約140億円(授権資本250億円)に増

資することにたっている.わが国としてはこのプロ

ジェクトは規模の大きいものであるが油田の新規開発

の規模としては驚くほどのものではたく危険負担の分

散という利点はあってもこの程度のプロジェクトに外

国資本の参加を求めるようではGNP2位の経済大国

として政策の不毛を問われても仕方がない.

開発される原油だけでなくこの協定の特徴とたって

いる｢現地精製｣による石油製品を国内の精製業界

が引きとってくれるかどうかも新会社にとって当面の

悩みの1つである.このプロジェクトを国策として支

援する方針の通産省は新会杜に精製各社を参加させ

製品の引きとりを義務づけるべく各社の首脳に働きか

けているがまだ成功していたい.一方では日本政

府は精製設備の規制を骨子とする石油業法を制定し

石油製品の非自由化および高関税だとの措置で精製

会社を保護し新規参入者を入りにくくする政策をとっ

ているのだから精製各社がこの現状を崩したくたいの

も無理はない｡またこれ与各社には国際石油資本の

圧力もある.石油の安定した供給源を確保しなければ

たらないわが国にとってイラン石油(株)のようなプ

ロジェクトを広く世界各地で成功させることこそ急務で

ありその障害となるようた政策の転換が強く要望され

るようにたったことは喜ばしい.わが国のように開

発会杜と精製会社が別個に存在しとくに後者の発言力

が強いのは石油会社のあり方としてはむしろ異例であ

って近い将来強力な一貫操業会社を育成したければ

激化を予想される石油戦争においてわが国はさらにお

くれをとることにたりかねたい.妻

10.まとめ

以上に述べたわが国の海外石油開発企業の資本構成

(昭和46年3月10日現在)および事業一覧(同年3月現

在)をそれぞれ表9および表10に示す.また複雑

にからみ合ったこれら企業の資本関係を図示したのが

図33でありまた進出地域をとりまとめて示したのが図

34である.

表9に示されているようにこれら企業の資本金の合

計はすでに883億6,300万円にも達している.構成比を

見ると石油開発公団(19.9%)石油鉱業(10.6%)

および石油精製(10.8%)からの出資が多いのは当然で

あろうがその他では電力･ガス(10.8%)商社

(13.1%)金融機関(7.6%)および造船･造機からの

出資が目立っている.また表10に見られるように

20社中単独企業は8社であり他の12社は外国企業との

共同で事業を進めている.今後探鉱･開発の重点が

海域の大深度のところに移るにつれて危険負担の分散

という見地からこのようた傾向は各国とも今後ま

すます強まるものと思われるが現在外国石油会社に対�
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(単位:百万円

表9液外石油開発企業資本構成一覧

(昭和46年3月10日現在)

会

資社

本

橋名

成

{i言出僧用5書分I司I

石油鉱薫

概力･サス

鉄鋼

打袖精製

商社

金融繊閑1

造船･造機

化学

その他法人･

個人

計

46.3.10現fI

墓ラビ孟
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��　
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i注1｢
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㈵�〰

算よ

��

島6
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草イセキ

(幕鴇〕

1.1μ

イノ}れ1

ア石油

｡,olo

53ヨ14,O日O

J･由十ゲ

州1

｣1オｰアラ王均

工}ラ■｣ア石言曲開局三

“1

望高望

㌸
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��

��

μ2
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11ヨ,

㌰�
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,2002,440畠00
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�住佩�㌻　
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5冊■

汯漱�
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､.｡｡｡1､.､､｡1､､,､畠右11.｡｡茗1

雪7直
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刈
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�　
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･501

1島2'

3目4,

仙■

畳｢

㌲㌧

���

㌰
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�　

5ヨ5

��

7目｡

㌮��

�　

2呂4

��

5里

3箇

工,ooo

廿㌃

2τ01

�　

�　

�　

2里O

一,200

�

110■

�

畠3島i

41罰1

�住�

㈵�

�

脳1

一･1

一一十一一一トｰ｣
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､｡1

�℀
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�
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t2.1〕

�

{17.2〕
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を19

昼27

㈷�

2ヨ｡

{100.O〕

畠a,50ヨ

柱:ω10,060百万円のうち,;,O00百万円は現施政府の持分

771百万円月うち750肯万円は海外経済協力革金一持分

(千一言曲自立崇…三皇盟1971､

表10海外石油開発事業一覧

(昭和46年3月現在)

事業社名

撃月音資本金

アラビア石油

北スマトラ石油

開発協力

'サバ帝石1

インドネシア石油

資源開発

ジャベックス･カ

ナダ

アラスカ石油開発

ジャベックス･オ

目ストラリア

九州石油開発

アブダビ石油

中東石油1

カタｰル石油1

アラスカ丸善石油1

三井石油開発1

サバ海洋石油1

ノｰススロイ石油1

ジャパン･ロｰザ

ルフアオイル

エゾプ/石油開発1

コンゴ石油

コロンビア石油

合同石油開発

33年2月

35年5月

･･年･月1

41年2月

41年8月

41年9月

41年10月

42年7月

43年1月

･･年･月1

μ年4月

･･年･月1

･･年･月1

･･年･･月1

･･年･月1

45年3月

･･年･月1

45年8月

45年10月

45年11月

250億円

20〃

･･…1

174.9〃

15.4〃

40〃

4.2〃

50〃

60〃

･･…1

51〃

･…1

･…1

･･…1

…1

20〃

…1

2.7〃

5〃

335･1

法人

目本

〃

マレｰシア1

日本

カナダ

目本

オｰスト

ラリア

目本

〃

〃

アラスカ1

同本1

〃

〃

〃

〃

プロジェクト名

鉱区面積

中立地帯河

北スマトラ陸上

サバ陸上･抑

北スマトラ沖

東カリマンタン沖

カナダ西部

クック入江

ブリストル湾

ニュｰギニア

クイｰンズランド

南カリマンタン

南東カリマンタン

アブダビ沖

アブダビ陸上1

カタｰル列

アラスカ1

タイ沖1

サ･バ北東沖1

ノｰス･ストプ1

北西ジャワ沖

南東スマトラ沖

スェス湾1

コンゴ沖

コロンビア輿

北西部カリフ海沖

･1カダル沖

4,OOO㎞2

3,600〃

舳…1

23,OOO〃

25,500〃

2,700〃

540〃

270〃

25,OOO〃

21,OOO〃

130,000〃

49,OOO〃

4,400〃

･･,･…1

･･…1

…1

･･,1…1

･･…1

一1

54,100『〃

130,000〃

･…1

1,OOO〃

7,620〃

作業実績

生産量ム1葦羅

生産量

204万k1

45年度

試掘3

坑1

試掘17坑成功3坑

�住��用

試掘2坑

〃

物理探鉱中

試掘11坑

試掘7坑

成功4,000bb1/d

試掘3

試掘1

坑1

物理探鉱申1

■

試掘1準要備紳1

試掘

坑i

事前調査中1

試掘28坑成功13坑

�住��用

試験準備中1

試'藺掘1坑

成功4,000bb1/d

探鉱実施中

探掘実施中

共同事業相手方

備考

単

独

〃

〃

CFP50%(仏)

単

独

ガルフ(米)50%

アキテｰヌ65%(仏)

アンポｰル50%(濠)

一部UNION杜

と共同事業

現地法人設立

(42年1月)

UCPI社33.3艘Deminex33.3%

UCPI杜25%BP社25%

単

独

〃

〃

ユニオン90%(米)

コノチ柵ル･･%(米)1

アキテｰヌ…(仏)1

共同事業を予定

IIAPCO(米)

単

独

コメトラ51%(ベルギｰ)

コロンビアンガルフ50%

BP(英)

現地法人設立

資本参加(7%)

ガルフロメトラ

帝五帝万一17%

資本参加1/3

(石油鉱業連盟1971)�
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する依存度が極度に大きいわが国にとってはこの傾向

の流れに素直に乗ってしまってよいかどうかは慎重に

考えた上で決すべき重要た問題の1つであろう.

上記20社の中で現在直接わが国の原油の生産に寄与

しているのは昭和45(1970)年度にそれぞれ2,124万

虹および204万虹の生産実績をあげたアラビア石油(株)

および北スマトラ石油開発協力(株)の2社だけである

がアブダビ石油(株)インドネシア石油資源開発(株)

コンゴ石油(株)および合同石油(株)たどで油田が発

見されようやく明るさを増してきた.

11.むすび

はじめに述べた昭和60(1985)年度における5億Hと

いうわが国の予想石油需要量はドラム缶で並べると

月までをおよそ3往復もするというぼう大た量である.

これを確保する上にもっとも重要かつ深刻な問題は現

在わが国の需要量のおよそ90%を外国石油会社からの

供給にまっておりきわめて自主性に乏しいということ

である.エネルギｰの発隼に酸素を必要とする石油は

たとえ無限にあったとしても原子力その他の酸素を必

要としないエネルギｰ源にたるべく早く切換えなけれ

ばならたいものであるが原子力時代の到来は早くても

1980年代の後半と予想されており少なくとも今後20年

近くは全面的に石油に依存したくてはたらない.

このようた事情は先進各国とも同じであって世界の石

油需要は少なくとも1980年頃までは年間7～8%

すなわち10年間に約倍とたる割合いで伸び続けるものと

予測されており(図35)この面からも国際石油資本

とのきびしい競争は避けられたいであろう.このよう

な情勢の中にあってわが国がとるべき唯一の道は産

油国との共栄･協調の理念の上に立って原油の自主的

億トン(石油換算)

㈰　

�　

�

㈰

�

�

�
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��
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図3520世紀における一次エネルギｰ需給の推移(津村光信1971)

㊧1.水力･原子力は2,450ka1/kWhとした一次供給べ一スに

よるものである､2.1980年以降は津村の推定作成

確保をはかることである.それにはこれまで先見もた

く堕眠をむさぼってきた石油精製業界および通産省を覚

醒させることが先決問題である.世論のバックアップ

によって強力な一貫石油会社が1目も早く設立される

ことを期待して本稿のむすぴのことばとする次第であ

る.
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付記

この種の紹介は新しい試みなのでできるだけ新しい資料を

入れたため執筆の時点の相異もあって本稿の説明にとり入

れられた資料の最終時点は不同である.しかし各項目とも

昭和45年度末(同46年3月末)までの資料は必ずどり入れら

れている.今後は各年度末の集計が出そろうのをまって

定期的に紹介することにしたい.

(筆者は燃料部)
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砂漠という語から多くの人ははてし放く続く砂丘を思い

浮べるに違いたい.実際には地球の陸地の1/5は砂漠とよ

ばれる地域でありさらにそのうちの1/5が砂におおわれてい

るすぎたい.それにしてもこのように広大た面積を占める

砂漠に関する著者は地理学あるいは民族学上の興味から取

り上げられたものが大部分で地質学の観点から記述されたも

のはきわめて少ない.

本書はその数少たい好著の一つでElsevierのDeve1op-

mentsinSedi皿ento1ogyの第!4巻として刊行された著者の

K.W.GLENNIEはリビアインド東南アラビア半島イラ

ンだとの現在の砂漠英国ドイツの古砂漠源堆積岩の研究に

従事した豊富恋経験をもとに砂漠でみられるいろいろの堆積

物について詳細に記述するとともにこれらが堆積する特異.

な堆積環境とくに風と水の作用について綿癌な考察を試みて

いる.本書は9章に分けられているが第9章では地質時代

にみられる古砂漠源堆積岩と現在の砂漠堆積物を比較検討し

ている.古地理古気候だけでは恋く堆積物のダイアジェ

ネンスを考察する上でも参考となる.

本書には写真が豊富に挿入されておりまた巻末には用語集

が付されている.著者は中近東北アフリカに典型的に発達

している現在の砂漠を中心に研究しているのでこれらの写

真や用語集は本書を理解する上でおおいに役立っている.

(五十嵐)
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